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藍 ドー ン デ ー ン グ 村 雑 記

水 野 浩 一

1 再 び 現 地 へ

1965年11月 1日,予定どおり日本を立ち,バンコク

に到着した｡しかし,その後準備と旅行のために2カ

月費やしたので, ドーンデーング村にふたたび足を踏

み入れたのは,結局 1月4日のことであった｡

コーンケーンの町に来てみてまず驚いたことは各種

の公共施設が実際に機能しはじめていること,車の数

が多くなったこと,商店の移転 ･改造 ･新築工事が目

だっこと,また飲食店の食器類がきれいになっている

ことなどであるOサラブ ))からコ-ラー トとコーンケ

-ンを経てノ-ンタカ-イに到る-イウェイが昨年開

通したのをはじめ,今年はコ-ンケ～ンからガーラシ

ンまでのアスファル ト舗装工事が完成 されたし,その

他,ナムポーングダムの開設,コーンケーン送電中継

所,55キロワット放送局,農業センター,保健 ･衛生

写真 1 -イウェイ,コ-ンケ-ンからタ-

プラ-の途上
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管理センタ-,診療所 員養成学校,コーンケ-ン大

学,技術専門学校などの落成祝賀式があいつぐ｡さら

に交通網の発達はガーラシンやマ--サーラカムの農

産物をコーンケーンに運ぶ. ｢コーンケ-ンを東北の

中心都市に｣という構想もまさに実現近しの感をてい

している｡こうした町の発展ぶ りは村人の心にも刻

まれ, ｢ウボンもウドーンもコ-ンケ-ンに勝ること

なし｣と曝される｡

1月 4日はちょうど月始めにあたるので,郡下の全

ガムナン(郡より低い行政区域 タムボンの長)と村長が

郡役所のホールに集まることになっている｡郡側から

は郡長をはじめ,副郡長,また米穀課,農業課,畜産

課,厚生課,村落開発課の長が出席する｡集会の主要

目的は役所からの命令 ･情報をガムナンと村長に伝え

ることにある｡毎年年始めのこの日,ガムナンと村長

の職務遂行能力のテストが行なわれる｡質問文の例を

挙げると,つぎのどとくである｡ ｢村の大人はすべて

政府発行の身分証明書を所持 しなければならないが,

現在17才に達した者は申請す る必要があるか｡｣ ｢商

いのために牛を 5頭以上10頭まで飼育する場合,郡役

所に届出,税を収めねばならない｡許可なく飼育 した

者には 100バーツ以下の科料が課せられる｡正否を問

う｡｣｢輸出農産物に該当す るものを問う｡とうもろこ

し｡ひま｡パパイア｡ケナフ｡ジュー ト｡｣｢土地所有

者は税金納入のために調べて報告する義務がある｡｣

会場にはガムナン･ディーや村長プ一 ･ヤイ･ブッ

ディ-の懐しい顔も見える｡ただ村落開発作業員の顔

ぶれは新しくなっていた｡郡下には約30人の開発作業

員が派遣されており,それぞれ受持の村を担当するこ

とになっている｡その受持範囲はだいたい10村,1.000

戸位であり,月の半分以上を村人との接触のために費

やす｡道路拡張,井戸や給水タンクの設置,衛生改善,

生活水準の向上,集団討議の指導など開発局の計画を

現地でおし進める役割をもつ｡作業員 は中央 出身の

者,地方出身の者,また大学 出身の者,教員出身の

者,ウボンの教育センター出身の者とさまざまである

が,最も重要なことは各人の気持であり,村人との按
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触態度である｡同じ仕事をし,計画を進めても,マイ

ナスの結果を生じうる｡村人は ｢チャイ ･ヤイ｣を好

み, ｢チャイ ･ノーイ｣を嫌 う｡ チャイ･ヤ イとは

｢大きな心｣を意味するが,具体的にいうと,たとえ

地位が高くとも,それを傘に着て人に命令したり,自

分の方が優 れて い ると患 ったり,人を軽蔑 したりせ

ず,なにごとにも寛容で,心が大きく,酒を飲んでも

人を罵しらず,なにごとも分かち合 うような人を形容

する言葉である｡｢チャイ ･ヤイ｣を持っ作業員はつね

に成功するし,村人から尊敬されるが, ｢チャイ ･ノ

ーイ｣を持つ作業員はたとえ開発計画を履行しても,

村人から嫌われる｡

集会の後,村長プ-ヤイ ･ブッディーと作業員とと

もにドーンデーング村に向かった｡-イウェイをター

プラから東に折れると,道端はケナフを洗浄する農夫

で一杯である｡夕方,村に着くと,会う人ごとに ｢いっ

来た｣ ｢噂には聞いていたが,どうしてたんだ｣ ｢子

供は大きくなったかね｣｢いつも懐しく思 ってた｣｢写

貢をみていたが,ものを言わなかった｣などという｡

写真 2 ケナフ洗浄作業,水洗いのため

皮をむく村人

なかには,日本-行った夢をみたが,水ばかりで帰っ

て来たという者もある｡どれも待ちかね,再会を歓ぶ

言葉ばかりだった｡これでまず調査には支障なしと一

安心だったが ｢お前のことを思 っていたが,お前はど

うだったかね｣などと問われるとこちらが恥ずかしく

なるくらいである｡

昨年世話になった校長の家は作業員が宿をとってい

るので,今年は町から毎 日かようことに決めた｡そし

て今は県の村落開発課長とともに家を借 りてコーンケ

-ンに住んでいる｡昨年帰国に際して,友人の家に預

けておいたオー トバイもす こし修理すれば使えるし,

通訳もまた比較的簡単に昨年の人をみつけることがで

きた｡

2 耕 作 ･田 植

人類学的な調査にとって 1年を通じて現地に滞在で

きることはまことにありがたい｡第 1回目の調査の時

は水田作業について観察する機会がほとんどなかった

し,水田耕作と雨の状態も理解しにくかった｡稲作農

村である以上, 5月,6月,7月はどうしてもみなけれ

ばならない｡

さいわい今年は雨が順調に降りはじめた｡5月 9日

から20日までは 1日おき位に午後 4時半頃から約 1時

間降る｡降り方はそれほど激しくはない｡夜も降るこ

ともあるが,朝 8時頃にはあがり,あとは曇がちの空

模様となる｡温度は 25-27oC位 で快適 で ある｡こ

の雨で田に水が溜りはじめ,村の中でも早いところは

苗代にもみ種をまきはじめた｡田植をした家が 1軒あ

ったが,これは例外である｡

5月21日から27日までは晴間が少なく, 1日のうち

雨の降る時間が多くなる｡南西風の影響であることは

あきらかである｡朝起きるとたいてい雨だから,また

降りかと落胆させられる｡それでも9時,10時頃にな

ると小雨になるから村までオー トバイを走 らせる｡町

で降っていなくとも,ラム ･チーの橋を渡るあたりは

いつも降っているし,村に着くと降っていたり,止ん

でいたりするから,場所により差がある｡ 1日のうち

30分ないし1時間位激しい降りがある｡この雨で村の

どの家も苗代作りを終えてしまい,田に水が潜るごと

に, 1枚ずつ第 1回目の耕起をする｡田の中には新芽

の出た草が 5-6センチのび,雨水が 3-4センチ位

たまる｡排せば草は枯れてしまう｡ただし,ラム ･チ

-川の氾濫をこうむる田には水草が繁茂しやす く,耕

起直後 1回だけ除草する｡

5月28日から後はしだいに元の天候にもどり,晴間

が多くなり,気温も 32oC位に上昇する｡6月中は15

日位雨の日があった｡しかし降っても短時間で,外出

には困らない｡農夫は雨が降ると田に出かけ,暗れる

とケナフの除草に余念がない｡ 5月末にまいた種は20

日もすると40センチ位に成長するから, 6月の中旬を

過ぎると,どの農家も田植を始める｡道路は雨降りの

翌 日だとところどころ水潜りができるが,す ぐ乾いて
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しまう｡乾期には乾ききった田のあぜをオー トバイで

往来できたが,今は不可能である｡

水田はノーングとよばれるくぼ地,ないしゆるやか

な傾斜をもつ起伏の谷間に発達している｡出小屋はち

ょうど起伏の背と谷の中腹に設けられ,どんなに雨が

降っても水の危険がないようになっている｡出小屋よ

り高いところには早稲を,近いところには中稲を,低

いところには晩稲を植える｡苗代は沼池のほとり,ち

しくは出小屋のす ぐ近 くに作 られる｡

雨が降り出すと,田のあぜを修理し,上手を開いて,

より高いところに降った雨水が流れこむようにする｡

排起は2回行ない,そのあとまぐわで水平に掻きなら

す｡もみ種をまくと,根がつくまで,水をおとす｡ 6

日位で根がつき,20日もすると田植ができるほどに成

長する｡苗は注意深く引抜 くが,ともすると根や葉の

切れる音がする｡一束位になると,足にたたきつけて

泥を落し,束ねて,水でゆすぎ,其の先端を切って植

付けにそなえる｡薬先を落すのは植えた時に,葉がた

れて水につかるのを防ぐためだという｡

苗代と田の耕作は同じ仕方である｡まず雨で土がや

わらかくなったとき,第 1回目の耕起をしておく｡ま

ず外側を右廻 りで 2-3回響 く｡つ いで長辺を耕す

が,端まできたとき,右にまわって反対側の長辺にう

つる｡その間型はあそんでいる｡中央の線までくれば

終 りである｡第 2回目の耕起は田植直前に行なう｡そ

の仕方は第 1回目とは逆に,中央から始めて,外周を

耕して終る｡これがす む とす ぐ,まぐわで掻きなら

す｡この場合水牛の使い方は第 2回目の耕起と同じ順

序である｡

田植のときは植えなが ら後退する｡用意した苗を 1

束左手で持ち,右手で 3-4本ひきぬいて,根本をそ

写真 3 第 2回目の耕起,梨の木部は自家製
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韓 4巻 弟 34-

写真 4 田植,正三角形の頂点に植

えられた稲

ろえ,泥の中に押しこむ｡深さは親指一杯である｡植

える人は立ったまま手のとどく範囲内の直線上に5カ

所植える｡おわると後退して,前列とはたがいちがい

になるように植えていく｡したがって,植え終ると,

片ひじ間隔の正三角形がいくつもでき,その各頂点に

苗が並ぶ｡

苗は6日位で根がつき成長する｡その後,田の除草

は行なわない｡水の調節としては,適当な水位になる

ように,水を流すことに努力が向けられる｡もし収穫

期まで雨が降らないと,枯れてはしまわぬが,成長せ

ず,植えたときとほとんど同じ背丈で穂がつく｡これ

だと4反で石油かんに一杯位しかとれない｡それでも

刈入れしなければならぬ年がしばしばある｡早稲は10

月中稲は11月,晩稲は12月頃に収穫する｡10月頃は水

が一番多くなるから,早稲は出小屋より高いところに

植える｡

3 天候と生活水準

稲刈で忙しくなるのは12月である｡2回の調査期間

中,不幸にして一度も刈入らしい刈入風景にぶつから

なかった｡ここ3,4年間早ばつと洪水による不作が連

続している｡町で買う米の値段は昨年100キロ140バー

ツ位だったのが今年は230バーツもする｡ケナフの売

上金はほとんど米代にあてなければならない｡不足な
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らば今まで飼っていた馬,午,はては水牛を売りはら

ってやりくりす ることもまれではない｡不作だとわか

れば,あひるを飼い,ゴザを編み,あるいは魚揃に懸

命になる｡ときには賃金労働にも出なければならぬ｡

借金もよぎなくされる｡

村人が困って金を調達す る場合,4種の方法があ

る｡第 1は ｢カーイ･スワン ･ポー ･キオ｣つまり青

田売であり,ケナフがある程度成長すると,成熟しな

いうちに売り払ってしまう｡第 2は ｢アウ ･グ ァン ･

サイ ･ポー ･キオ｣といい,売上金をさきにもらう｡

収穫が終われば 100キロ分 の ケ ナフを持 って くるか

ら,前払してくれとたのむ｡キロ当りの値段はとうぜ

ん約束した月によってことなる｡第 3は ｢アウ ･カウ

サーン ･チャムラ･ポー ･キオ｣といい,第 2の方法

と類似しているが,金の代 りに米で借 りる｡第 4は借

金であるo lOOバーツにつき10カ月で50バ-ツの利子

計算になる｡村内では10カ月を単位とし,町では 1カ

月単位である｡

どの方法を使用するかは所によりことなり第 1,第

2の方法を主とする地方 もあるが,この村では予想に

反 して第 4の方法がとられている｡第 1,第 2はごく

まれであり,第 3の方法は全 くない｡1年の借金額は

1軒につき平均して200-400バーツ位で,500バーツ以

上,1,000バーツもの金額になる とい う例をみない｡

今年は村の約50C/Oが金を借 りねばならぬ状態になって

いる｡村内の資金は約 6,000バーツ位だから, 他はタ

一 ･プラのケナフ商や米屋に依存することになる｡

町の商人は利子のためというよりは,むしろケナフ

買上げの場を獲得維持す る手段として,村人に金を貸

付け,村人はいっでも困れば金が借れるから,特定の

店にケナフを売る｡ 1週間位で収穫が終わるというよ

うな場合は利子なしで,金を貸す｡また返還の可能性

がなければ貸さぬし,まして借金のために,村人が土

地を失うという例は全 くない｡村人たちが町の商人を

どのようにみているかと思い,間接的な質問をしてみ

た｡コン ･ルエイといえば町の金持を指すが, ｢コン

･ルエイは一般 にけ ちで利己的か,それとも同情の

ある態度を示すか｡｣その結果は,｢メーター ･ガルナ

- (慈愛 ･同情弓 と答えたもの39人, ｢けちで利己

的だが メ-タ一 ･ガルナ-でもある｣と答えたもの8

人, ｢けちで利己的｣と答えたもの10人であった｡多

くの場合,村人の商人に対する態度は反感的でなく,

友好的であることが推測されうる｡

村内の資金のうち2,000バーツは村の金であり, 他

の約 4,000バーツは村内の 3名のものの金である0 1

人は トラックの所有者で,田畑の面積は50ライ,他の

1人は精米所の所有者で,田畑の面積は15ライ,もう

1人は洋裁をし,田畑はなく妻の両親と共にくらす｡

3人とも金貨業を専門にしているのではなく,比較的

金の融通のきく者という性格が強い｡他方借金してい

る者の分布をみると,所有反別のどの層にも一様にみ

いだされる｡借金の状態はその家の経済状態を表わし

ているが,それは単に田畑の所有面積とそれほどはっ

きりした連関はなく,むしろ他の多くの要因,たとえ

ば家族員数,田畑の質,その他の収入源などとも関連

しているらしい｡ したがってす くなくとも田畑の面積

が大であるから経済的に豊かだとは一概にいいきれな

い状態にある｡

田畑の所有面 積 に差がないわけではない｡平 均 8

町,多いものは24町ももつ ｡しかしその差は,この地

特有の不順な天候,漕概 施設 のない完全に自然依存

型の稲作形態のためにかなり水平化されるものと考え

られる｡この点,比較的天候に恵まれ,港概施設もと

とのったところとは土地所有規模のもっ意味がかなり

異なるであろう｡階層を取扱う場合もこうした特色を

1-分考慮すべきである｡

4 親戚のつながり

調査期間中,村の人とは誰かれの区別なく-様につ

きあう必要がある｡一部の人とのみ接触することはよ

くない｡それでも振返ってみて,一番親 しくしたと思

う家はあるものだ｡今年83才を迎える最年長者ポー ･

ヤイ･チャン ･ナ-ム,60才を超えたポー ･ヤイ ･ル

ン,ボー ･ヤィ .--ン,ポー･ヤイ･サン,また50才

を大分過ぎたポー ･テ-ン,ポー ･プットとポー ･ト

ゥン,それから42才のナ-イ ･ケ-ン,30才代のナ-

イ･トンマ-,ナ-イ･ペングとナーイ ･パンなどの

家や出小屋には比較的よく出かけた｡

最初に知り合 ったのはポー･ヤイ･)i/ンである｡ポー

は父,ヤイは大きいの意味で,尊敬すべきiF-長者に付

す敬称であり,また呼びかけの言葉である｡ ルンが名

前である｡姓はマ--チャイというが,日常は名を使

う習わしである｡田畑の所有面積も多く,馬を飼育す

るほどだから,経済的にも比較的めぐまれている｡そ
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れと同時に熱心な仏教徒として,また祈祷師として尊

敬されているOポー ･ヤイ ･-～ンも同じような地位

にあり,ポー ･ヤイ･ルンの友人であるとともに,お

互の妻を通じて親戚関係にあるこの2人が村のナチュ

ラル ･リーダーであり,同行してもらえば村人の信用

をうることができる｡

ついで覚えた人はポー ･ヤイ･サン,かつて村長を

一年勤めたことのある人で,今は息子夫婦に田畑を耕

させ,自分は小さな精米所の番をしている｡ボー ･ヤ

イ ･ルンは ｢自分 とポ- ･ヤイ･サンとはパム ･ク

ーイ｣だと教えてくれたOパム ･ク-イとは妻同志が

姉妹関係にある男達の間の関係を指す｡パム ･クーイ

は若いあいだは田畑作業をともにし,連立って魚をと

りに行き,あるいは薪取りに出かけるなど,日常生活

をともにすることが多い｡お互の仕事ぶりで,また財

産分けで争いがないわけではないが,一般には仲よく

みえるし,またそうあるべきことが期待されている｡

パム ･クーイという言葉があるにもかかわらず,それ

と反対の関係を示す言葉,すなわち夫同志が兄弟関係

にある女達の関係を表わす用語はない｡

図 1 パム ･クーイ

パム ･クーイに気をひかれているうちに,目につい

たのが,ナ-イ･ペングとナ-イ ･パンである｡この

2人はその妻,妻の妹 2人と合せて 6人で,稲刈りを

したあとの水潜でケナフの洗源をしているところだっ

た｡妻の父は沼へ魚釣に出かけ,母が孫を守して家で

留守番をしているという｡村ではどんなときでも年令

秩序が重視される｡ここでも,パム ･クーイの兄の方

であるナ-イ･ペングが現場の指揮者であり,作業の

段どりを進めるOナ-イ･ペンクにとって妻の妹 3人

はナーであり,かれ は妹達 に とってルンクの関係に

あたる｡親族名称においてルングはナ-よりも年長者

であり,後者は前者に従うべきものとされている｡ル

ンクは普通父母の兄,ナ-は母の妹と弟を指す｡上の
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ように同世代においてもルノダとナ-が使用されるの

は,子供からみた関係を使う習わしになっているから

である｡相互の呼びかけの言葉に注目してみると,ナ

ーイ･ペン〆は妻をメ一 ･ブンチャンと呼ぶ｡つまり

プンチャンという初子 の子 の母という意味なのだ｡

妻の妹はナ-と呼び,妻の妹の夫はナ ･バウと呼びか

けている｡反対に妻の妹達はナ-イ･ペングをルング

もしくはピイー ･アーイと呼びかける｡

田から村に帰ってくると,ポ- ･ヤイ ･ルンが ｢ど

こへ行ってきた｣と問う｡これは日常使う挨拶がわり

の言葉である｡そしていろいろと親戚関係のつながり

を教えてくれた｡ナ-イ･ペングの妻の母の母とポー･

ヤイ･ルンの妻の父とは姉弟の関係にある｡そしてナ

ーイ ･ペングの妻の母の夫がポー ･テーンであると説

明してくれた｡ポー ･テーンなら,よく知っている｡

かれはポー ･ヤイ ･ルンとともに寺の総代で,いつも

村人を先導して戒律を乞う｡はじめてこの村に来たと

き,村人がス-グ ･クワンを して くれたことがあっ

た｡そのとき呪文をとなえてくれたのはポー ･ヤイ･

チャン ･ナ-ム (チャンは出家中に村人から愛された

こを示す尊称)である｡この人の妻の母とポー ･ヤイ

･ルンの妻の父とは姉弟の関係にあたる｡またス-グ

･クワンのとき横に坐った娘の父はポー ･トゥンとい

いやはり祈祷師であるが,かれの妻の母の母とポー ･

ヤイ ･ルンの妻の父とは姉弟の関係にある｡

調査する場合,各年令層を代表する適当な人をあら

かじめ気をつけておく必要がある.ナ-イ･ケ-ンは

若いが,慣習をよく知っており,これから子供達を結

婚させようとする年令層を代表する｡これに反してナ

ーイ･トンマーはすでに子供があるが,また妻の両親

の田畑で働いているから,ナ-イ ･ケ-ンより少 し下

の年令層を代表する｡したがって娘婿と妻の両親の関

係がよく観察しうるはずである｡ナーイ･トンマ-の

妻の母とポ- ･ヤイ ･ ルンの妻とは姉妹であり,ナ-

イ･ケ-ンはポー ･ヤイ ･--ンの息子である｡

村では ｢シップ ･7- ･ボ ･トオ ･コ-ィ,シップ

･ルーグ ･クーイ･ボ ･トオ ･ポー･タウ｣という格言

がある｡ JL,-グ ･クーイとは娘婿,ポー ･タウとは妻

の父である｡この格言は,知識のみでは不十分で,経

験が大切だと教えるのに妻の父をひきあいに出し,10

人の娘婿もこれにはかなわぬと誰もが納得する事実を

挙げている｡男として生まれればすべて娘婿になる｡
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図 2 村の男達のつながり

娘を愛するばかりでなく,その父母を,そして水牛や

田畑をも愛するにいたる｡妻 の父母 と家 のために働

き,批難されぬように,どんな仕事にも精を出さなけ

ればならない｡妻の父との間にはいさかいは少ない｡

あるとすれば妻の母との間であり,別離の原因の一つ

でもある｡

以上よくっきあったと思 う人々をつなぎ合わせてみ

ると図 2のようになる｡知 りあいになった男達はす

べて,その妻ないし母を通じてたがいにつながってい

る｡図上の第 1世代は父母とともに,もしくは兄弟姉

妹とともに, 2回にわたって70年前マ--サーラカム

より当村に移住してきた人々である｡

5 村 の 子 供 達

村の 子供はごく自然に育ち,どの子も快活である｡

相手になると笑うし,学校帰りに会うと,立止って礼

をしていく｡服は破れていたり,ボタンがとれていた

りす ることがしばしばであるけれども,比較的清潔な

感じで,健康的である｡

村の南に4年制の小学校があり,4村が通学区域と

なっている｡学童は約 230人,各年とも男女 1クラス

ずつ,先生が 8人いる｡出席率もわりによい｡しかし

家に帰ると家の手助けで忙 しい｡水牛の放牧が主な仕

事である｡一体どういう気持で毎 日放牧に出かけるの

かと思い,簡単な質問項目を10ばかりプ リントして59

人に配布した｡この点,大人たちより調査しやすい｡

書いてくれた子には鉛筆を3本やるつもりだった｡し

かし考えなおして 2本にし,残 りは全員に配ることに

した｡ ｢池の蓮は傷っけるな,泥はにごすな｣という

諺があるどとく,この村では誰もが失望しないように

振舞うのが貿明なやりかたとされている｡

A--7I二 _二

=ここ IL-

▲
ル

〒
-

学校は9時にはじまり3時15分に終る｡朝食をすま

せると8時半頃には登校し,授業が始 ま るまで4-

5人ずつ集 って遊 んで いる｡11時に朝の時間が終る

と,ほとんどが帰宅して昼食をする｡家の人の食事は

たいてい午後 2時頃であるから,自分で適当に出して

きて食べ終わる｡放課後,家に帰ると服を着かえる｡

掃除をする者もある｡空腹ならばソム ･タム (青いパ

パイヤを千切りにし唐草と魚醤をまぜた食物､)でもロ

にして,す ぐ手伝 いをは じめ る｡まず男女ともほと

んどが水汲みをする (51人)｡それ か ら水牛,牛を遠

れにもどる (50人)｡女の子はまた弟や妹の守もする

(24人)｡遊んだと答えたものは全員のうち4人にすぎ

ない｡子供達にとって,家の手伝いは必ずしも楽しい

写真 5 ワイ･クルー式のあと,徳

をわかつ学童
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ものではない｡ときには両親に叱られて,しかたなく

出かけることもあるが,出かけてしまえば仲間も一緒

だし,放牧も楽しい｡男の子25人のうち ｢怠屈だ｣と

答えた者は 1名, ｢なんとも感じぬ｣と答えた者は 1

名にすぎない｡女の子にとって放牧は男の子の場合よ

りもつらい｡ ｢つらい,怠屈だ｣と答えたもの20人,

｢楽 しい｣と答えたものは14人だった｡

男の子にしても,女の子にしても,仲間と一緒だと

いう意識が仕事を楽しく感ぜしめ,親を助ける態度を

形成する上で役立っている｡小学校に入ると,一日の

生活のうちで,父や母と共にいる時間よりも,仲間と

過す時間の方が多くなる｡そして ｢友達と一緒にいる

時が一番楽しい｣と感じるようになり, ｢父母または

祖父母と一緒にいる時が楽しい｣と答えた者は59名中

わずか3名にすぎない｡

子供達が最も尊敬し,またおそれる人は先生と親で

ある｡59名車,35人は ｢先生｣と答え,34人は両親と

答えている｡家庭教育において親が果たす役割は主と

して農事と家事である｡きかぬ子には叱りつけるが,

ときには竹の棒でたたくこともあるらしい｡59人中54

人は ｢ときどきたたかれる｣ 2人は ｢しばしば｣と答

え, ｢たたかれたことがない｣と答えた者は3名にす

ぎない｡

子供達は自分に関連 して外 で起 った事柄を家に帰

ってから両親に話 しする｡その程度は, ｢必ず｣と答

えたもの 15人, ｢ときには｣と答 えた者が 44人であ

る｡しかし,子供達がその日の出来事を種にして親た

ちと話 し合 ったり,また両親と子供たちが田楽する風

景はあまりみかけない｡子供達は大人が雑談している

のを側でだまって聞いていてもよいが,話にはくわわ

らない｡また親は子供にいろいろと農事について言い

聞かせるが,子供がロを開くことは少ない｡親には絶

対さからうべきでないことが期待され,いやなことで

も黙って聞いているか,さもなければ聞き流してしま

う｡

道徳的な教育にかんしては,家庭で特に教えるとい

うことはない｡知識として身につけるのは学校におい

てであり,行動として身につけるのは日常の生活慣習

を通じてである｡ことにタムブン ･タムターン (善根

を積む行為)の諸活動を見習うことによって,ごく自

然に学びとられるようである｡小学生も3,4年となれ

ば,｢天 国 と地獄 の存在｣を信 じるようになり (52
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名),明確 な態度をもたぬ者は7名にすぎない｡そし

て59名中,52名は行為の善悪の結果を最 も ｢おそれる

もの｣の一つとして感じとっている｡同時に,社会生

活においても, ｢メ-タ～ ･ガルナ-｣すなわち慈愛

に満ちた行為を理想的人格の特質とし, ｢恩を忘れて

はならぬ｣ことの判断が可能となる｡

卒業するときの子供たちの態度は積極的である｡す

なわち,59人中 17人は ｢できれば進学したい｣と答

え,39人は ｢卒業すれば,さらに両親を助けることが

出来るから嬉 しい｣と答え,単に ｢勉強しなくてもよ

いから嬉しい｣と答えたものは3名にすぎない｡しか

し,実際に進学しうるものはほとんどなく,多い年で

6-7名,ない年の方が多い｡親は子供たちが農事の

手助けをすることを望まざるをえないからである｡卒

業後は農事,家事の見習い,そして放牧の生活が長い

間つづ く｡この時代はまた方 々の催 しに出かけること

の出来る楽しい時でもある｡20才になって出家の式を

終えれば,そろそろ身を固めねばならない｡ ｢独身は

楽しいが,寂しい｡結婚すれば楽しみも増えるが,普

労しなければならぬ｡｣とナ-イ ･ケ-ンは噴 く.

6 爆 竹 祈 願 祭

毎年きまって行なわれる年中行事には伝統的な物の

考え方や価値観が表現されるから,どこかで催 しがあ

ると,なにをおいても出かけなければならない｡村の

中できめて行なう行事はなにごとも ｢そのつど主義｣

なので,よほどしっかりたしかめておかないと機会を

失することになりやすい｡

村人に関連のある行事 ･祭典 ･祝日を順を追 って列

挙すればっぎのどとくである｡ 1月 1日は新年 (公休

日);1月8日は子供の日 (第 2土曜,学校休 日);旧

3月中 (1月22日～2月19日)には村の除夜儀礼祭,

ならびに稲魂招来 儀礼 ;旧4月中 (2月20日～3月

21日)にはヂ ャ-タカ誕生祭 ;旧4月上弦の15日 (3

月6日)は万 仏節 (公休日),カウ ･チ-奉献祭 ;4

月 6日はチャークリ-記念 日 (公休 日);4月13日は

潅水祭 (公休日);旧6月中 (4月20日～5月19日)

には爆竹祈願祭と田の神祭 ;5月5日は国王即位記念

日 (公休日);旧6月下弦 8日 (5月13日)は春耕祭

(公休日);6月 2日は ワイ･クルー (第 1木曜);旧

7月上弦15日 (6月3日)は仏誕 節 (公休 日);旧7

月中 (5月20日～6月17日)には田植祭 ;旧第 2回目
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の8月上 弦 15日 (8月 1日) は ア シ ャダ祭 (公休

日);翌 日 (8月 2日)は入安居 (公休 日);8月12日

は王妃誕生 日 (公休 日);旧9月下 弦の 1日から10月

上弦の15日 (9月 1日～9月27日)の間 には稲魂供

養祭 ;旧10月上弦の15日 (9月29日)はカウ ･サーグ

奉献祭 ;10月23日はチュラーロンコーン大王祭 (公休

日);旧 11月上弦の 15日 (10月29日)は出安居 ;その

後 1月間の間にはガチン奉献祭 ;旧12月上弦の15日 (

11月27日)はローイ ･ガ トング祭 ;その後 1月間の間

にはパ- ･パー奉献祭 ;12月 5日は国王誕生 日 (公休

日) ;12月10日は憲法記念 日 ;旧 1月 (11月28日～12

月27口)には刈入祭 ;旧2月と3月の間には家々の除

枚儀礼祭がある｡

村では車令を12文で覚えていることが多い｡今年は

午年にあたるが,その変 り目は陰暦 6月上弦の第 1

日,新暦でいえば 4月20日であった｡旧6月から年が

変る｡ちょうど乾期が終 り,草木が青々としはじめ,

稲作の時期を告げる折目である｡

ボング･ファイすなわち爆竹祈願祭は旧 6月に行な

われるOボングは皇竹 (BambusaTulda〕ファイは

火の意 味である07-8メー トル もあ る竹 を切 り出

し,根元に木炭の粉末,樟脳と火薬を混ぜて装壊 し,

空高 く打ち上げる｡方 々の村から集められたボング ･

ファイは,一つずつ打ち上げ,その手腕を競 う｡根元

すなわち先 端 に は龍 の館がとりっけられる｡雨が順

調に降 り,田畑の作物がよく成長するようにと折をこ

めて,村のブ ･バ-ンないしテ-ワダー(村の守護神)

を供養する｡ したがって一種の雨 乞祭 ない し農業祭

である｡

また一説には,この月は仏誕節にあたるために,仏

に劫火を奉献するともいわれる｡その場合,ボング ･

ファイは欲望,憎悪,無知をあらわし,火をつけて煩

悩を焼き消してしまうことに意味がある｡ 6月に行な

う献納祭であるから,ブン ･ドァン ･ホッグとも呼ば

れる｡

前 日はワン ･ホームといい,村人達は朝から御馳走

の準備をする｡カウ ･プング (米の粉でつ くったそう

めん/),カウ ･トム (精米をバナナの葉 に包 み,中に

バナナを入れて蒸した菓 子),カウ ･モッグ (精米の

粉をねって蒸し,中 に郁 子の果肉を入れた菓子),そ

れにラーブ (水牛や年の内を ミンチにし,唐辛,魚醤

を入れて味っけした料理)などがある｡他の村から来

た者は,それぞれ知人を求めて空腹を満たし,あるい

は休息する｡特に形式的な接待はなく,客は来た順に

てんでに御馳走になる｡ このような関係にある間柄を

サーマキー ･ガンといい,他の村にいくときは必ず,

このようなルー トを求める習わしである｡ もし自分の

サーマキーがなければ,ある者と一緒に出かける｡

午後 3時 頃 にな ると,各村からボング ･ファイが

集まって くる｡寺の境内からブ ･バーンに参 り,その

後村中をねり歩 く｡ボンダ･ファイは肩に担いだり,

牛車にのせる｡この日は僧侶も別に加わり,住職はそ

れぞれのボング･ファイを先導する｡そのそばを若者

達が踊 りながら,見物人を楽しませる｡道端は人 々で

一杯になる.夜は境内で映画やモー ･ラムがあり,村

人にとってはかぎりなく楽 しい日である｡

翌朝は朝 7時頃から寺に出かけ,僧侶に食物を献げ

て善根を積む｡つづいてボンダ･ファイが広場にもち

出され,順次点火する｡まず大きな木をえらんで枝を

適当にはらい,ボンダ･ファイを吊し,枝の影から火

をつける｡首尾よく高 く上昇すれば,村人すべてが歓

喜の声を発して跳びあがる｡そしてフォーン ･ラムの

拍子をとるケーンの音が一段とたか く響きわたるOケ

ーンは芦竹を幾 本 か張合 わせてつ くった楽器であっ

て,口で吹 くが,オルガンに似た者を出す｡ケ-ンは

モー ･ラムやフォーン ･ラムになくてはならぬ楽器で

あり,韻 律 の美 しいものとして村人達に喜ばれてい

る｡

ところによってはボンダ･ファイの日に村の若者達

の得度式が行なわれる｡村 で は一 人 一人だと費用も

かさむので,村中の幾軒かの家が寄合って一度に行な

うことが しばしばである｡この場合,得度式はボング

･ファイの前 日に行なう｡今年は12人の青年が出家し
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た｡そのうち4人はすでに還俗し,8人が寺に残 って

いる｡

7 親 睦 の しる し

帰国の日もしだいに近づいている｡やってみたいと

思 うことはいろいろとある｡しかし,またとない機会

であるから,時間のあるかぎり,できるだけひろく,

そしてつまらぬことでも確実にしておくように心掛け

ている｡

帰 りの目が近づ くと ｢いっ帰るのか｣ ｢今度はいっ

くるのか｣ ｢写真をおいといて くれよ,妻や子供のも

一緒に｣という声が聞こえる｡バンコクまで送って行

きたいという者,宛名付きの封筒を要求する者なども

ある｡きっと息子の得度式,娘の結婚式に来て くれと

いう知らせを送って くることだろう｡あるいは田植の

手間を乞う手紙かもしれない｡ ｢マ- ･ソイ ･ガン ･

ガン･ドゥ-｣という相互扶助を頼む言葉が,親近癌

とともに耳の奥から聞こえて くる｡

実際に調査をした 1年余りの間,村の人はつねに友

好的であったし,開けっぱなしにいろいろと調査に,

あるいは雑談に応じて くれた｡またその間,物を強請

するということもなかった｡ときには写真を撮 って く

れと要求したり,また薬をいろいろと求めたりするこ

とはあったけれども,それは互いによく知り合 った間

柄であるからで,一度も不快な感じを受けたことはな

かった｡ただ物をあたえても ｢ありがとう｣などとい

う言葉はほとんど聞かなかった｡はじめは不作法だと

も思 ったが,これも村という狭い空間で,顔をつきあ

わせての生活状況 で は,むしろ親しさを示すもの,

｢ありがとう｣などといわれれば,かえって他人行儀

の感 じがする｡やれば喜ぶし,相手が喜べばこちらも

嬉しい｡滞在 中 に多 くのサ-マキーがこの村にでき

た｡そのサーマキーの印として,愛用のオー トバイは

今年から開かれる村の保健所に寄贈することにした｡

(6月25日 コーンケーンにて)

㈱

NASAKOM:から AMPERAへ
-インドネシア現地報告-

二不谷中iT

1

わたくしの調査旅行は2月 5日から6月16日まで,

約4カ月半｡このうち6週間は某財団の好意によって

中近東諸国で費したものであり,東南アジア諸国で過

した期間は約 3カ月であった｡この滞在期間は当初の

申請予定をだいぶ上廻っている｡その理由は,ありて

いにいって,2, 3の国で外貨の実勢レー トによる恩

恵をうけたからである｡反面,かぎられた予算でなる

べ く長 く現地 に滞在 するため,節約にも相当留意し

た｡ジャカルタで,ほとんどの外国人が泊るホテル ･

インドネシアを避けて,そのとなりのウィスマ ･ワル

タ (プレス ･-ウス)に泊 ったのは, その一例であ

る｡後者には前者のようにエア ･コンディショナーも

なく,調度などもすべて見劣りしたが,住めばけっこ

う都であった｡その証拠に,わたくLがそこ-住むよ

うになってから,各新聞社の特派員たちがつぎつぎと

ホテル ･インドネシアからウィスマ ･ワルタへ引越し

てきて,わたくLが帰国するころには,ホテル ･イン

ドネシアに居をかまえる日本人記者は皆無になってし

まった｡

旅行中および帰国後に,わたくLはすでにいくつか

の現地報告を書いた｡それらを念 の ため下 に列挙す

る｡いずれもあまりまとまりのないものだが,現地で

の印象や実感を卒直に伝えようとしたものであること

はたしかだからである｡

｢ベ トナムの顔｣朝日新聞 ･大阪版 ･3月12日

｢ベ トナム感傷の旅｣毎 日新聞 ･大阪版 ･3月

21日

｢ネールの幻想｣毎 日新聞 ･大阪版 ･5月16日

｢tt物情騒然"-ジャカルタの街角で｣朝日新聞

･大阪版 ･5月25日

｢スカルノ体制のラスト･ページ- インドネ
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